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仁
賢
天
皇
の
皇
居
跡

姫
丸
稲
荷
神
社
（
天
理
市
）

莢莢

莢莢

蓀蓀蓀蓀蓀蓀蓀蓀

（
住
所
）
天
理
市
石
上
町

（
祭
神
）
宇
迦
御
魂
神

（
交
通
）
Ｊ
Ｒ
櫟
本
駅
に
近
い
奈
良
交
通

バ
ス
停
「
櫟
本
」
か
ら
「
天
理
北

中
学
校
」
下
車
。
徒
歩
約

分
。

（
拝
観
）
境
内
自
由

（
駐
車
場
）
無
し

（
電
話
）
無
し

姫
丸
稲
荷
神
社
の
本
殿
‖
天
理
市
石
上
町
で

姫
丸
稲
荷
神
社
は
天
理
市

石
上
町
の
平
尾
山
と
い
う

丘
に
あ
り
ま
す

辺
り
は
平

安
時
代
の
延
喜
式
神
名
帳

に
記
さ
れ
た
石
上
市
神
社

の
旧
社
地

同
神
社
が
江
戸

時
代
に
西
へ
移
っ
た
後

末

社
の
姫
丸
稲
荷
神
社
が
旧
社

地
に
残
っ
た
と
さ
れ
ま
す

祭
神
は
宇
迦
御
魂
神
で
す

境
内
に
「
石
上
広
高
宮

伝
承
地
｣
の
碑
が
あ
り
ま
す

日
本
書
紀
が
善
政
を
敷
い
た

と
記
す
第
二
十
四
代
・
仁
賢

天
皇
の
皇
居
跡
と
考
証
さ

れ

周
辺
は
｢
宮
の
屋
敷
｣
と

呼
ば
れ
ま
し
た
。
平
安
歌
人

の
在
原
業
平
は
平
尾
山
の

近
く
で
生
ま
れ
、
幼
名
を
平

尾
丸
と
い
っ
た
そ
う
で
す
。

明
治
時
代
に
神
社
の
東
で

銅
鐸
２
個
が
出
土
し
て
、「
石

上
銅
鐸
出
土
地
」
の
碑
も
あ

り
、
文
化
の
中
心
地
だ
っ
た

事
が
う
か
が
え
ま
す
。

昔
話
「
平
尾
稲
荷
の
け
ん

け
ん
さ
ん
」が
残
っ
て
お
り
、

お
稲
荷
さ
ん
を
守
る
お
ば
あ

さ
ん
の
帰
り
が
遅
く
な
る

と
、
け
ん
け
ん
さ
ん
（
キ
ツ

ネ
）
が
赤
い
灯
を
つ
け
て
迎

え
に
来
た
と
伝
わ
り
ま
す
。

拝
殿
前
は

基
近
い
木
の

鳥
居
が
建
ち
、
朱
色
と
竹
林

の
緑
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
鮮

や
か
で
す
。
旧
暦
２
月
に
当

た
る
３
月
に
初
午
行
事
を
行

い
、
そ
の
前
に
厄
年
の
人
が

自
費
で
鳥
居
を
１
基
ず
つ
新

調
す
る
習
わ
し
で
す
が
、
一

般
の
寄
付
で
も
鳥
居
を
奉
納

し
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
３
年

ぶ
り
と
な
っ
た
今
年
の
初
午

で
は

基
が
新
調
さ
れ

氏

子
の
信
仰
の
深
さ
を
表
す
よ

う
で

ま
ぶ
し
く
感
じ
ま
す

(
奈
良
ま
ほ
ろ
ば
ソ
ム
リ
エ

の
会
会
員

西
慶
子
)


